


全国の病院で発生する周産期情報を収集し,その分析結果を各病院へ安定して供給する方

法の一つとして,中央に大容量データ・ベースを置き全国の基幹病院で情報の入力・参照並

びに分析を独自に行うことのできる全国ネットデータベースシステムが考えられる。この

ようなシステムの設計上並びに運用上の問題点を分析するため大阪大学大型計算機センタ

ーに周産期データベースを設置し,大型計算機センター間ネットワークシステムを利用し

た全国ネット周産期データベースシステム(PERINATE)を作成した。 


